Inbound Tourism and Food Tourism in Miyajima, Hiroshiama by 夏目 祥平 et al.
安芸の宮島におけるインバウンド観光とフードツーリズム
夏目祥平 1・加納南美 2・因田光佑 2・水谷拓登 2
（1 知立市立知立東小学校，2 愛知教育大学・学）
Ⅰ　はじめに
Ⅱ　 宮島における外国人観光客のフー
ドツーリズムとその特徴
Ⅲ　 「食」を提供するレストランからみ
たインバウンド観光
Ⅳ　おわりに
キーワード：インバウンド観光，フードツーリズム，宮島，広島県廿日市市
Ⅰ　はじめに
1．研究の背景と目的
広島県には，お好み焼き・もみじ饅頭・穴子料理そ
して牡蠣料理など多種多様なグルメがあり，「食」そ
れ自体が観光資源となって多くの観光客を誘引してい
る。なかでも「牡蠣」の収穫量（2016 年）は広島県
が全国 1 位となっており 1），お好み焼きとともに牡蠣
料理は人気のグルメ・カテゴリーである。
このようにグルメの地としても名高い広島県では，
2017 年度観光客誘致戦略の中核機能として，「食」を
テーマにした観光プロジェクトが展開されている 2）。
とりわけ，「牡蠣で旅人をもてなすこと」をモットー
に「はしご牡蠣」を推奨する「牡蠣ングダム」3）には，
本研究の対象地域である宮島の牡蠣店舗も参加してお
り，「食」が重要な地域資源となって観光動機を惹起
する「フードツーリズム」の事例として，広島県は最
適であろう。おりしも，『ミシュランガイド広島 2013
特別版』ではじめて登場した「牡蠣料理」カテゴリー
に，後述する宮島の「牡蠣屋」が掲載されており，広
島県の「食」は特に外国人観光客を引き付ける要因に
なると考えられる 4）。
安田（2016）によれば，外国人観光客の増加がイン
バウンド観光の隆盛として注目を集める近年の日本で
は，ツーリストの「日本食」への期待が高まってきて
いるという。欧州ではすでに，「ガストロノミ （ー美食）」
を旅行動機とした人々の移動が一般化しており（尾池 
2015），インバウンド観光におけるフードツーリズム
の価値は重要度を増しているといえよう。
そこで本研究では，「牡蠣屋」も立地する宮島を対
象地域に，インバウンド観光に果たすフードツーリズ
ムの役割と，グルメ・メディアがいかに影響を及ぼし
ているのかを明らかにすることを目的とする。
 
2．宮島の概観
本研究の対象地域である「宮島」は，広島県廿日市
市に位置している（図 1）。宮島は中国山地の断層運
動によって形成された地塊の 1 つであり，約 6,000 年
前の海面上昇によって現在のような島になったといわ
れている 5）。面積は約 30.2㎢，周囲の長さは約 30㎞で，
長方形に近い形である。『平成 27 年度国勢調査』によ
れば島の人口は 1,674 人となっている。宮島へのアク
セスは，JR 宮島口駅ないしは広電宮島口駅からフェ
リーで約 10 分である。
『平成 29 年広島県観光客数の動向』によれば，2017
年には年間 568 万人の観光客を数え，そのうち約 35
万人が外国人であるなど，宮島は県内屈指の観光地と
いえる。事実，本研究の調査時（2018 年 19 日（月）
～ 20 日（火））も，平日で天候が悪く肌寒かったにも
かかわらず，外国人を含めた多くの観光客で賑わって
いた。外国人観光客全体のおよそ 4 割を欧米系が占め
ている広島県にあって，宮島を含む廿日市市のそれは
7 割を超えており，さらに県平均と比べてフランス人
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の割合が大きいのも特徴である。これは，フランスの
モン・サン＝ミッシェル市と廿日市市が 2009 年に観
光友好都市提携を行った影響もあると推察される 6）。
また宮島では，年間を通じてイベントや伝統行事が
数多く行われており，観光都市としての一側面を垣間
見ることができる。6 世紀末に建てられたと伝えられ，
1996 年に世界文化遺産となった歴史ある厳島神社（図
1）に加え，牡蠣料理店や穴子料理店，多種のショッ
ピングスポットが立ち並ぶ表参道商店街など，安芸の
宮島は日本有数の人気観光地であり，本研究の対象に
ふさわしい。
Ⅱ　宮島における外国人観光客のフードツーリズムと
その特徴
本研究では，インバウンド観光におけるフードツー
リズムの役割を調べるため，2018 年 3 月 19 日（月）
～ 20 日（火）に外国人観光客を対象としたアンケー
ト調査を行った。なお，アンケート調査は宮島の玄関
口であるフェリー乗り場で行い（写真 1），調査票は
宮島を訪れる外国人観光客の言語別人口規模を考慮し
て，英語・フランス語・中国語に翻訳したものを用意
した。その結果，102 人から回答を得た。
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図 1　対象地域の概観
（地理院地図をもとに作成）
注：写真左は厳島神社の鳥居，右は表参道商店街の様子（2018 年 2 月 19 日，阿部亮吾氏撮影）
写真 1　宮島のフェリー乗り場での調査風景
（2018 年 3 月 19 日，阿部亮吾氏撮影）
56 安芸の宮島におけるインバウンド観光とフードツーリズム（夏目・加納・因田・水谷）
1．回答者の特徴
まず，回答者の性別をみると，（不明の 1 人を除き）
男性 54 人（53.5%），女性 47 人（46.5）と，やや男性
のほうが多くなった（表 1）。年齢層は男女ともに 20
～ 30 代が半数を占めており，比較的若い回答者集団
であることがわかる。ただし，女性の場合は 60 代以
上も多かった。また同伴者は，男性の場合「夫婦・恋
人」のカップルが 19 人（35.2%）と最多であった一
方で，年齢層の特徴も反映して女性は「友人」どうし
がそれをやや上回るかたちとなった。
次に，回答者の国籍を大きく 4 つの出身地域にわけ
てみると，アメリカ（カナダ，メキシコ含む）が 18 人，
ヨーロッパが 47 名，オセアニア（オーストラリアと
ニュージーランド）が 17 人，そしてアジアが 13 人と
なった。以下では，これら 4 つのグループに着目して
分析したい。
回答者の訪日回数は「初来日」が圧倒的であったが，
アメリカとアジア出身者は複数回の来日経験をもち，
とりわけアジアの観光客にはその傾向が強い（表 2）。
ただし，広島市への訪問経験は一様に少なく，複数回
訪れたことがある人は全体でもわずか 10 人（10.5％）
にすぎなかった。回答者の日本での滞在日数は 1 ～ 2
週間程度が 41 人（42.1％），それ以上が 52 人（54.7％）
と比較的長い傾向にあるが，アジア出身者のみ地理的
距離の近さを反映して，1 週間以内が 13 人中 6 人で
あった。
2．訪問目的と「食」
次に，外国人観光客が宮島を訪れた目的について，
複数回答可で尋ねた（表 3）。やはり，宮島を目指す
外国人観光客の第 1 の目的は，世界遺産の「厳島神社」
の訪問であった。ただし国籍によってその目的には差
異があり，アジア出身者は「厳島神社」を目的とする
者が少なく，「美術館巡り」や「散歩・ハイキング等」
の割合が高い。一方でアメリカは「買い物」を目的に
する者がやや多くなった。
本研究で注目する，「食事」を目的に選んだ回答者
は全体でも 19 人（20.0%）しかいなかったが，ヨーロッ
パやオセアニア出身者に「食」を観光動機とした者が
やや多いという結果を得た。
そこで，宮島で何を食べるか（もしくはすでに食べ
たか）について複数回答可で尋ねたところ（表 4），
一番多かったのは「牡蠣」で 37 人（38.9％），次いで「お
好み焼き」が 24 人（25.3％）であった。やはり，広
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 （アンケート調査より作成）
注： * 男女ともに「不明」が数人いる。** 複数回答可であるため，
割合の合計値は必ずしも 100.0% にならない。
表 1　回答者の基本属性
表 2　訪日回数
表 3　宮島への訪問目的
 （アンケート調査より作成）
 （アンケート調査より作成）
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島県としてプロモーションしている名物や，海外向け
の観光雑誌などで頻繁に取り上げられている食べ物が
上位になっていることがわかる。ただし，ヨーロッパ
出身者は「牡蠣」の選択割合が低く，「その他」が多い。
「その他」のなかには「寿司」や「うどん」，「天ぷら」
など，広島県や宮島の「食」ではなく，宮島であって
も「日本食」を食べられればそれでよい，とする観光
客が一定程度いることも理解できる。また「牡蠣」は
アジアに人気で，「穴子料理」はアメリカやヨーロッ
パの回答者には不人気であった。なお，メイン料理と
はなりづらい「もみじ饅頭」や「にぎり天」の選択者
は，少なかったか皆無であった。
こうした「食」の動機づけに与えるグルメ・メディ
アの影響を知るために，「食」選択の決め手となった
情報源をみてみたい（表 5）。表 5 によると，「旅行ウェ
ブサイト・SNS」が最多の 24 人（25.3％），「友人・
知人の口コミ」が 17 人（17.9％）とつづいた。スマー
トフォンや SNS が普及し，旅行情報を入手しやすい
といった点から「ウェブサイト・SNS」が上位にきた
ものと考えられる。出身地域別では，ヨーロッパの観
光客に世界的に有名なガイドブックの『ロンリープラ
ネット』を参考にした者が多かった。一方，本研究で
注目する『ミシュランガイド広島版 2013』を見て決
めたのはたったの 2 人（2.1％）であり，同じガイドブッ
クでも，『ロンリープラネット』の方が影響力がある
という結果となった。また，「牡蠣」を選択した回答
者で『ミシュランガイド』それ自体を決め手にした者
もいなかった。反面，「牡蠣」のために『ロンリープ
ラネット』を参考にした者が 7 人おり，台湾 1 人を除
けば 6 人はヨーロッパとオセアニアの観光客である。
しかしながら，本アンケート調査では宮島の「牡蠣
屋」が『ミシュランガイド』に掲載された事実を，ウェ
ブサイトや SNS を通じて知るに至ったという場合を
考慮していないため，その点では課題が残った。
Ⅲ　「食」を提供するレストランからみたインバウン
ド観光
本研究では，上記アンケート調査とともに，宮島の
「食」を提供する側であるレストランに対しても，イ
ンバウンド観光とフードツーリズムに関する聞き取り
調査を実施した。対象とした店舗は，Ⅱの 2 で選択者
の多かった「牡蠣」のうち『ミシュランガイド』に掲
載された「牡蠣屋」（写真 2）と，ミシュランガイド
には掲載されていないもののウェブサイト・SNS や
口コミで評価の高い「焼きがきのはやし」（写真 3）
の 2 店舗とした。両店舗は同じ表参道商店街内にあっ
て，距離も 20m 程度しか離れておらず，地理的条件
は似通っている。
聞き取り調査は，3 月 19 日（月）に「焼きがきの
はやし」で，3 月 20 日（火）に「牡蠣屋」で行った。
調査内容は，いずれも①外国人観光客の来店状況（増
減の有無やその時期など），②外国人観光客への対応
とその工夫（店員やメニューなど）などである。また，
「牡蠣屋」に対しては『ミシュランガイド』に掲載さ
れたことによる影響があったのかどうかも尋ねた。
「牡蠣屋」は，宮島のフェリー乗り場より徒歩 7 分
の距離に立地している。創業 10 年で，焼きがき・生
がき・かきめしなどの牡蠣料理をメインに提供する宮
島内では唯一の牡蠣専門店であり，店内では牡蠣のオ
ੲਾ
লମ৉ୠ قযك قك قযك قك قযك قك قযك قك قযك قك قযك قك
崊嵉嵒崓ق1 ك            
嵐嵤嵕崫崹ق1 ك            
崒崣崊崳崊ق1 ك            
崊崠崊ق1 ك            
峇峘౎௵য嵣ੴয峘ઠ崛嵇൒ষ崎崏崾崝崌崰嵣
616
൒ষහ๟岥嵇崟嵍嵑嵛崔崌崱ઁ
ਣග岦
岥嵕嵛嵒嵤崿嵑崵崫崰岦 








୫
লମ৉ୠ قযك قك قযك قك قযك قك قযك قك قযك قك قযك قك
崊嵉嵒崓ق1 ك            
嵐嵤嵕崫崹ق1 ك            
崒崣崊崳崊ق1 ك            
崊崠崊ق1 ك            
ቛấ 岴஀峩൏岷 า৕મ৶ 峕岸峴ଠ 峇峘౎峬峩峂ⅸ୍







表 4　宮島での「食」の選択
表 5　宮島での「食」の情報源
 （アンケート調査より作成）
 （アンケート調査より作成）
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写真 2　「牡蠣屋」の外観
（2018 年 3 月 20 日日，筆者ら撮影）
写真 3　「焼きがきのはやし」の外観
（2018 年 3 月 20 日，筆者ら撮影）
イル漬けや牡蠣オイスタードレッシングなどのお土産
も販売されている。
「牡蠣屋」店長への聞き取り調査によれば，外国人
観光客は 4 ～ 5 年前から増えており，その結果中国語
や英語を話すことのできる従業員を雇ったり，営業後
に語学レッスンを行ったりしていた時期もあったとい
う。『ミシュランガイド』掲載の影響については，外
国人観光客が 4 ～ 5 年前に増えた後は増減がほぼなく
なっており，ミシュランに掲載されてから特に外国人
観光客の数が増えたという実感はあまりないというこ
とであった。
一方，創業 70 年の老舗「焼きがきのはやし」は焼
きがき発祥の牡蠣料理店であり，宮島のフェリー乗り
場からは徒歩 6 分である。生がきを通年で提供してい
るお店である。
次に，「焼きがきのはやし」店長への聞き取り調査
によると，「焼きがきのはやし」においても，外国人
観光客は 4 ～ 5 年前から 2 倍程度に増えているという
ことであった。「焼きがきのはやし」は『ロンリープ
ラネット』に掲載されたことがあり，それも外国人が
増えた要因ではないかとの回答を得た。外国人観光客
に対応するため，中国語・英語・フランス語のメニュー
を用意したり，メニューに写真を入れて工夫している
という。さらに，留学経験のある従業員を優先的に雇
うということもしていたそうである。
以上の結果，どちらの店舗においても，外国人観光
客は 4 ～ 5 年前の同じタイミングで増えていることが
明らかとなった。そのため，いずれもメニューや外国
語を話すことのできる従業員を雇うなど工夫をこらし
てきたものの，少なくとも「牡蠣屋」では外国人観光
客の数は現在飽和状態にあり，『ミシュランガイド』
に掲載された影響の実感は特にないということがわ
かった。すなわち，一般的な意味でのインバウンド観
光の高まりという状況下で来店する外国人観光客も増
加したのであって，『ミシュランガイド』への掲載そ
れ自体が外国人観光客のフードツーリズムをとりわけ
惹起したとはいいづらいと結論づけた。
Ⅳ　おわりに
本研究では，宮島のインバウンド観光におけるフー
ドツーリズムの役割と，『ミシュランガイド』をはじ
めとしたグルメ・メディアの影響を明らかにすること
を目的とした。その結果，世界遺産の厳島神社は別格
としても，宮島では主要観光動機としての「食」の優
先度は，それほど高くないということがわかった。ま
た，『ミシュランガイド』や『ロンリープラネット』
のようなグルメ・メディアがインバウンド観光へ与え
た影響よりは，ウェブサイトや SNS，単純に口コミ
の力が安芸の宮島のフードツーリズムにとっては重要
であることが明らかになった。
一方，本研究では宮島に入るすべての外国人観光客
に対してアンケート調査を行うことができず，その全
体像をつかむことができなかった。また，アンケート
調査対象が欧米からの観光客に偏ってしまい，アジア
圏からの観光客の動向を十分に調査することができな
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かったため，アンケート結果に偏りが生じた可能性も
否定できない。いずれも他日に期したい。
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注
1） 農林水産省『平成 28 年漁業・養殖業生産統計』によれば，
2016 年の「かき類」収穫量は広島県が 95,634t で，第 2 位
の宮城県（19,061t）を大きく引き離している。
2） 『観光経済新聞』（2017 年 10 月 10 日付）の「広島県，観光
新プロジェクト「牡蠣（カキ）ングダム」を発表」（https://
www.kankokeizai.com/）（最終閲覧日：2018 年 8 月 15 日）
を参照。
3） 「牡蠣ングダム」のホームページ（https://hiroshima-welcome.
jp/）（最終閲覧日：2018 年 2 月 17 日）を参照。
4） 北田（2015）は，広島県や特に宮島が，他県とは異なり欧
米からの観光客が多い要因の 1 つに，ミシュランガイドで
宮島が「3 つ星観光地」として掲載されたことによる影響
があると指摘した。
5） 宮島観光公式サイトの「宮島の地理」（http://www.miyajima-
wch.jp/jp/miyajima/01.html）（最終閲覧日：2018 年 8 月 15 日）
を参照。
6） 前 掲 5） の「 モ ン・ サ ン ＝ ミ ッ シ ェ ル 」（http://www.
miyajima-wch.jp/jp/mont_saint_michel/）（最終閲覧日：2018
年 8 月 15 日）を参照。両者ともに「海に浮かぶ世界遺産」
という共通点がある。
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